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　　　　　　　　　　　　　　　　論　文　内　容　の　要　旨

　．4eroπ10παS属はVめrめ属ときわめて類似した性状を示す細菌で河川，池，湖，沼地の水やその泥土な

どの自然界に広く分布している淡水性菌である。本菌属に含まれるム．んンdrop観αについては，カエルの

“red　Ieg”の原因菌として最初に発見されて以来，淡水魚，ハ虫類や両生類に病原性があることで知られて

いた。なかでも養殖魚に出血性敗血症，鰭四病や穴あき病などを発病させ養殖業に経済的に大きな被害をも

たらしている。

　一方，ヒトにおいても三三は以前から弱病原性を示し，臨床材料（腹膜炎，髄膜炎，肺炎，中耳炎，敗血

症など）からしばしば分離され，自発性感染症（日和見感染症）の原因菌として知られている。

　　ところが，最近，本四属に含まれるA．んンdrop観αやム．　so6癌αが下痢症患者糞便から分離される症例

が次第に多く認められ，ヒトの下痢症の起因菌となることが示唆され，わが国ではαzmp：yめbαc‘e厚伽π‘，

　Vめrめ。んoZεrαεnon－01，　Vめπεo∫ZωuεαZfsなどとともに食中毒起因菌として新たに認識されるようになり

注目されている。しかし，．ヒトの下痢症に関与するAero肌。παs属の自然環境下における分布調査や分類学

的研究は必ずしも明らかにされていないのが現状である。

　そこで，著者は上述のことを踏まえ，本研究では，第一に自然環境下に存在する本菌の分布状況と汚染菌

量の調査を行い，現在，本菌の分類に使用されているPopoff（1984）の方法に従って検討した。第二に分離

甲一ﾛ株についてAdansonらの方法に従って数値分類を応用して数値分類とPopoffらの分類について比較検

討した。第三に河川水や土壌からファージの分離を試み分離菌株についてファージ型別を検討した。

　1。みeromoη｛凋属の分離状況

　1982年10月から84年7月の2年間に河川水，湖水の132件，河川土壌の514件および淡水魚の511件で計

1157件の検査試料についてGenusのレベルで分離状況を検討したところ，河川水や湖水では132件中全例

　（100．0％）から，河川土壌では514件中304件（59．1％）から，淡水魚では511件中462件（90．4％）から本

菌が分離され，自然環境下や淡水魚の腸管や鯉には常在菌として多数分布しているととが明らかとなった。

　2．Aeromoηαs属の推定菌量

　河川水，湖水，河川土壌および淡水魚に分布する，4θromoπαs属菌について汚染菌量を定量的に検討した
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ところ，河川水や湖水では1．0×102－23×104個／1の菌糸を示し，平均で1．3x103個／玉の菌量を，河川土

壌では1．0×10L1．4×108個／gの菌量を示し，平均で1．6x106個／gの菌量を，淡水魚では1．0×106－4．0

×107個／gの菌量を示し，平均で1．1×106個／gの菌量を示していた。

3．、4θromoπαs属の分類および同定

　1）Popoffらによる分類学的検討

　　河川水や湖水由来120株，河川土壌由来176株および淡水魚由来1056株の計1352株について生物学的性

　状による分類を行ったところ，河川水や湖水由来の120株中17株（14．2％）がA．ん：ydrop観αに，33株

　（27．5％）がA．soわrεαに，35株（29．2％）がA．　cαu‘αeに分類されたが，残り35株（29．2％）は．Aero．

　moηαs　spp．に分類された。河川土壌由来では176株中38株（21．6％）が．A．ん：ydrop観αに，23株（13。1

　％）がA．sobr‘αに，41株（23．3％）がA．　cω‘α6に分類されたが，残り74株（42．0％）はAeromoπαs

　spp．に分類された。淡水魚由来では1056株中182株（17．2％）がA．ん：ydrop観αに，332株（31．4％）が

　、4，80brfαに，206株（19．5％）がA．　cωεαeに分類されたが，残り336株（31．8％）はAθroπLoπαs　spp．

　に分類された。以上のごとく，河川水．湖水，河川土壌および淡水魚由来株はPopoffらの方法に準拠し

　て分類した成績では．AεroπLOπαs　spp．が高率に認められ，，AθroπLOπαs属についての分類が未解決な点

　も多数残されていることが確認され，本菌分類については再整理する必要があることが考えられた。

　2）数値分類学的検：討

　　河川水，湖水，河川土壌および淡水魚からの分離菌株がPopoffらの分類で．AeroπLoπαs　sppに該当す

　る菌株が多数認められた。そこで．Adansonらの方法に従って数値分類法を応用し，河川水由来72株，

　河川土壌由来82株および淡水魚由来441株の計595株を任意に選び73種類の各種生化学的性状試験成績を

　利用して検討した。●

　　河川水，湖水及び河川土壌由来は75％の相似度を持って1群がらX群に，淡水魚由来は70％の相似度を

　持って1群がら1X群にそれぞれ群別された。

　　供試菌株595株中103株（17．3％）が，A．　hydropんεZαに，292株（49．1％）がAsoわrεαに，148株（24，

　8％）が、4．cαりεαeの各グループの中に該当していた。しかし，残り52株（8．7％）は上記3種のグループ

　に該当しなかった。以上のごとく数値分類を行うことによりPopoffらの分類でAθroπLo㎜s　spp．が42．

　2％と高率に認められたものが8．7％に減少したことからも理解できる様に現在の分類基準では，本菌の分

　類が困難であり，ムθromoπαs属の分類には数値分類や菌体脂肪酸による分奪昂るいはp理A鱒摩る遺伝．

　学的な分類を応用し，、菌種レベル，亜種レベルあるいは生物型レベルで再整理を行う必要があろう。

　3プファージの分離とファージ型別

　　河川水195件と土壌90件の計285件よりファージの分離を試み，105件（36．8％）から溶菌班をみい出し，

　それぞれの溶菌班よりファージの分離にわが国で最初に成功し，A．妙droph‘Zα，　A．　sobrεα，ム．　cαuεαe

　に対しA1－A26型を，　Aeromoπαs　spp．に対しAM1－AM　22のファージ型別を確立した。

』”

噤f48種のファージ型を用い河川水由来71株，河川土壌由来82株および淡水魚由来441株の計594株につい

　てファージ型別を行ったところ，河川水由来11株（15．5％），河川土壌由来29株（35．4％）および淡水魚

　由来89株（20．2％）が型別された。

　　A．んッdroψεZα，．A。　sobrぬ，およびA．　cαひ‘αεに対する26種のファージを用い543株についてファー
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［

、

　ジ素心（A型）を行ったところ，4型が最も多く7株，続いて12型が6株，18型が3株，1型および22型

　が2株，8型および13型が各1株が弁別されたが，残り68株は混合型に該当した。

　　、4eromoπα8　spp．に対する22種のファージを用い51株についてファージ心血（AM型）を行ったとこ

　ろ，7型に3株，続いて9型と16型に各2株，2型，3型，4型，8型，10型，12型，14型，15型，17型

および22型に各1株が皇別されたが，残り25株は混合型に該当した。

4．河川水，湖水，河川土壌および淡水魚における検体別の本真分類状況

　1）Popoffらによる分類学的検討

　河川水や湖水48件，河川土壌200件および淡水魚414件の計662件からの分離菌株について検体別に生物

学的性状による分類を行ったところ，河川水や湖水由来では48件中15件（31．3％）が．A．ん：ydropんizαに，

各21件（43．8％）がA．soわrεαとAεro肌。πα8　spp．に，22件（45．8％）が．A．　cαひfαeにそれぞれ認めら

れた。河川土壌由来では200件中33件（16．5％）がA．九：ydrop配Zαに，21件（10．5％）がA．　soわr‘αに，

39件（19．5％）が．4．σαひεαθに，60件（30．0％）が．4θア。πzoπαεspp．にそれぞれ認められた。淡水魚由

来では414件中149件（36．0％）が．A．んッdropん‘Zαに，2d4件（49．3％）がA．　sobr‘αに，159件（38．4％）

が，A．　cωεαθに，210件（50．7％）が．Aεromoπαs　spp．にそれぞれ認められた。

　2）数値分類学的検討

　河川水や湖水24件，河川土壌100件および淡水魚161件からの分離菌株について検体別に生物学的性状

による分類を行ったところ，河川水，湖水由来では24忌中3件（12．5％）がみ．hンdropんεZαに艶各18件

　（75．0％）がAsobrεαとAcαひ‘αθに，4件（16．7％）がAeroπLoπα8　spp．にそれぞれ認められた。

河川土壌由来では100件中15件（15．0％）がA．hンdrop配Zαに，25件（25．0％）が．A．　sobrぜαに，2〔｝件

　（20．0％）がみ．cω‘αeに，13件（13．0％）がA2ro加。παs　spp．にそれぞれ認められた。淡水魚由来で

は161件中59件（36．6％）が．A．ん：ydropん‘Zαに，100件（62．1％）がA．　sobrεαに，71件（44．4％）がみ．

cαひεαεに，，34件（21．1％）が∠4eroπLoπαs　spp．にそれぞれ認められた。

　3＞ファージ型別状況

　48種類のファージ型を用い河川水や湖水24件，河川土壌100件および淡水魚161件の計285件からの分離

菌株について検体別に型別を行ったところ，，河川水，湖水由来に9件（37．5％）が，河川土壌由来に30件

　（30．0％）が，淡水魚由来に78件（48．4％）が癖馬された。

　上述の研究成績から剛土壌・河川水・．郷醗勘馳細菌漏話に艦され自然環境下や淡水魚

に高頻度に分布する菌種であることが明らかになった。また，本菌の分類においてPopoffらの分類では

Aeromoπαs　spp．が42．2％と高率に認められたが著者が応用した数値分類を用いることにより．Aεro耽。一

脇spp．の多くは．A．　sobrεαや．4．　cα厩αθに移行し，．Aeromoπαs　spp．は8．7％に減少が認められPo－

poffらめ分類基準では分類が困難であることが示唆され数値分類を応用することにより本吉を再整理する

ことが妥当であることが考えられる成績であった。ファージ型別についてはわが国で最初に分離すること

に成功し，．本菌のファージ皇別を確立し本姓の生態学的調査の解析に応用できることが示唆された。また，

将来ヒト下痢症由来と自然界由来の溶菌パターンを比較することにより疫学調査にも応用できるものと思

われる。
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　　　　　　　　　　　　　論文審査の結果の要旨
　今日．Aeromo几αs属と推定される菌が初めて記載されたのは1890年の初めであるが，それが一群の菌とし

て認識され，分類学的に問題とされるようになったのは近年のことである。

　本菌属はかって，．Pro‘α↓ε属，．Pse砿domoπαS属，あるいはγめrめ属として記載され，あるいは腸内細

菌，PZeεめ俄。ηα3とその性状が酷似しており混乱をまねいていた。本菌属は河川，池，湖などの水や泥土

から分離され，水棲菌として自然界に広．〈．分布していることが知られるようになった。

　本図属のうち，、4．ん：ydroph‘Zαは，カエルの“red　leg”の原因菌として最初に発見され，その後，淡水

魚，爬虫類や両棲類に病原性があることが知られ，なかでも養殖魚に出血性敗血症，鰭赤病や穴あき病など

を発病させ，養殖業に大きな損害を与えている。一方，人においては，腹膜炎，髄膜炎，肺炎，中耳炎，敗血症

などの病例からしばしば本菌が分離され，人への病原性が弱いながら起因菌として問題にされるようになった。

　また最近，本菌属に含まれるA．ん）’drop観αや．4．　sob磁が下痢症の起因菌となることが次第に明らか

となり，厚生省は食品衛生上の取り扱いについて，食中毒の起因菌として，これら2菌種を，αzmp）’Zoδα一

。‘erノφuπ‘，　Wbrεo　cんoZθrαεnon－01，　Wbr‘oπαび‘α‘εsなどと共に指定した。

　以上のごとく，本菌属の重要性が最近とくに注目されてきたが，わが国における本底属の隠然環境下にお

ける分布や分類学的研究はきわめて少なく不明の点が多い。そこで著者は上述のことを踏まえ，本研究では，’

第一に自然環境下に存在する本曇の分布状況と汚染菌量の調査を行い，分離菌についてPopoffら（1984）の

方法による分類を行い検討した。第二に分離菌株についてAdαπ80πらの方法に従って数値分類を応用して

分類し，これとPopoffらの分類による結果を比較検討した。第三に河川水や土壌からファージの分離を試

み分離株についてファデジ皇別を検討したみその概要を述べれば次の通りである。

1．Aeromoπαs属の分布状況および汚染菌量について

　1982年10月から1984年7月の2年間に神奈川県下の河川水，湖水の132件．河川土壌の514件および淡水

魚の511件，．総計数1157件の検査試料についてGenusのレベルで分布状況を調査したところ，河川水や湖水

では132件中全例（100％）から，．河川土壌では514件中304件（59．1％）から，淡水魚では511件中462件（90．

4％）から本図が分離され，．自然環境下や淡水魚の腸管や鯉には常在菌として多数分布していることが明らか

となった。

　これらの汚染露量を定量的に検討したところ，河川水や湖水では1．0×102－2．3×104個／1の素量を示し，

平均で1．3×103個∠1の菌量を，河川土壌では享。0×；01－1．4x108個日gの感量を示レ，平均で1．6x106岬そ．

gの菌量を，．淡水魚では1．0×106－4。0×107個／gの菌量を示し，平均で1．1×106個／gの菌量を示していた。

2．Aeromoπαs属の分類および同定

　1）Popoffらによる分類学的検討

　　河川水および湖水由来120株，河川土壌由来176株および淡水魚由来1056株の計1352株について，．Pop－

　offらの分類に従い，生物学的性状によって分類を行ったところ，河川水および湖水由来120株中17株（14．

　2％）が、4．んンdropゐ‘Zαに，33株（27．5％）が’A．　sobrεαに，35株（29．2％）がAcαびεαθ1こ同定され

　たが；残り窃探（29．2％〉‘は．Aero配。πα5　spp．として既知の菌種のいずれにも同定されなかった。河川

　土壌由来株では176株中38株（21．6％）が、4．ん：ydropんεZαに，23株（13．1％）がAso6r∫αに，41株（23．

　3％）がA．cαひ‘αθに同定され，残り74株（42．0％）はAeroπLOηα8　spp．として菌種の同定は不能であ
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　つた。淡水魚由来では1056二四182株（17。2％）が．4．ん：yゴropんεZαに，332株（31．4％）がA．　soδr‘αに，

　206株（19．5％）が、4．cαりεαeに同定されたが，残り336株（31．8％）はムεromoηαs　spp．として菌種の

　同定はできなかった。以上のごとく，河川水，湖水，河川土壌および淡水魚由来株は，Popoffらの方法

　に準拠して分類した成績では，菌種の同定が不能なものが高率に認められ，Aero肌0παε属についての分

　類は再検討する必要性のあることが明らかにされた。

　2）数値分類学的検討　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、．．．、、．．一．、、

　　上述した各種由来の分離菌株がPopoffらの分類に準拠して行った成績では，菌種の同定が不能なもの

　が多数認められたので，Adansonらの数値分類法を応用し検討した。検査株は，河川由来72株，河川土

　壌由来82株および淡水魚由来441株の計595株で，これらについて73種類の各種生化学的性状試験を行い

　検討した。

　　河川水，湖水および河川土壌由来株は75％の相似度をもって1群がらX群に，淡水魚由来株は70％の相

　二度をもって1群がら累群にそれぞれ群別された。

　　供試株595株は103株（17．3％）がA．h：ydrop配Zαに，292株（49．1％）がA．　sobr‘αに，148株（24．8

　％）がA．cαひ‘αeの各グループに該当した。しかし，残り52株（8．7％）は上記3種のグループに該当しな

，かった。

　　以上の成績から明らかなように，Popoffらの分類では菌種同定不能なものが42．2％と高率に認められ

　たものが，数値分類の方法によって，8．7％に減少したことから，現在の分類基準がさらに検討される必

　要性のあることを明らかにした。

　3）ファージの分離とファージ型別

　　Aεromoπαs属についてのファージの研究はきわめて少なく，特定の菌種について2，3の報告があるに

　過ぎない。著者は，河川水195件と土壌90件の計285件よりファージの分離を試み，わが国で初めてその

　分離に成功し，A．ん：ソdrop観α，　A．εobrぬ，．A．　cαびεαeに対しA1－A26を，．Aeromo聰s　spp．に対し

　AM1－AM22のファージ型別を確立した。

　　48種のファージ型を用い河川水由来71株，、河川土壌由来82株および淡水魚由来441株の計594株について

　ファージ型別を行ったところ，河川水由来11株（15．5％），河川土壌由来29株（3与．4％）および淡水魚由

　来89株（20．2％）が型別された。

　　さらに，A．ん：ydropんεZα，．A．　soδr‘α，11．cα尻αθおよびゑεroπLOπαs　spp．に対し，分離された各種フ

　ァージによる二二が行われた。

　上述の研究成績から河川土壌，河川水，．湖水および淡水魚から本菌が高率に分離され，自然環境下や淡水

魚に高頻度に分布し，、その汚染菌量が明らかにされた。

　また，本菌の分類学的研究においては，現在指標とされているPopoffらの分類においては，自然界より

分離されるAeromoπαs属の菌種の同定には不十分であり，未同定菌が約42％に及ぶことが知られた。著者

が応用した数値分類によれば，これらの未同定菌は，．8．7％と減少し，その有用性が明らかとな．つた。

’∴4θro濯0πα3品目ファージについては，著者はわが国で初めて分離に成功し，本四のファージ二二を確立

した。
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　以上のように，本研究は．Aero瓶0παS属の分類学的研究に多くの新知見を加えたもので，細菌学上，公衆

衛生学上高く評価される業績であり，獣医学博士の学位授与に値するものと認める。
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